
平成２９年度事業報告 

 

 平成２９年度の我が国の経済は、アベノミクスの推進により、雇用・所得環境の改善

が続く中で、緩やかに回復している。海外経済が回復する下で、輸出や生産の持ち直し

が続くとともに、個人消費や民間設備投資が持ち直すなど民需が改善し経済の好循環が

実現しつつある。一方でバブル期並みの人手不足が、景気の押し下げ要因となりかねず、

人材の確保や省力化に向けた取り組みが迫られている。 

 また、物価の動向は、原油価格の上昇の影響等により、消費者物価は上昇している。

この結果、平成２９年度の実質国内総生産（実質ＧＤＰ）成長率は１．９％程度、名目

国内総生産（名目ＧＤＰ）成長率は２．０％程度と見込まれ、消費者物価は０．７％程

度の上昇と見込まれる。 

 こうした状況の中、当振興会は平成２９年度も、地域企業等のニーズに対し、適正か

つ適確な技術支援を持続的に行い、技術・技能の高度化に貢献することを使命として、

教育研修、材料試験、機械加工の公益３事業の効率的かつ効果的な運営に努めた。 

 本年度の事業収入は、教育研修事業では、事業収益の柱であるクレーン関係講習の受

講生がやや減少に転じたものの、非破壊検査講習が増加したため増収を維持でき、機械

加工及び材料試験事業も自動車や半導体等の製造業及び公共工事等がけん引し、ほぼ一

年を通じて好調を保ち、３事業ともに対前年度比で増収となり、事業収益合計は前年度

を４年連続で上回る好決算となった。 

 平成２９年度の事業ごとの実施状況は、次のとおりである。 

 

１ 教育研修事業 

クレーン関係及び非破壊検査関係の資格等に関する講習会並びに北九州市委託の技

術者研修を実施した。 

事業収益は、平成２３年度から平成２５年度の３年度にわたり前年度収入比で大幅な

減収が続いていたが、平成２６年度からは増収に転じ、本年度まで４年間連続の対前年

度で増収となった。 

また、他機関への教室の提供や、（一社）日本非破壊検査協会九州支部の事務局とし

て、技術サロンや講演会開催等を支援した。 

なお、前年度まで好調であったクレーン関係講習の収益は、やや下降気味となってお

り、企業の人材不足が続く中、クレーン関係の人材育成には充足感がうかがえる。 

一方、平成２８年秋から始まった非破壊検査資格の再認証制度の変更に伴う実技講習

会の開催回数が増えており、教育研修事業の収入は過去最高額となった。 

平成２９年度の実績は、前年度比で受講者数が０．６ポイント増、事業収入が３．５

ポイント増、当初予算比で２１．３ポイント増となった。 

年度別推移表 
平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

受講者数 金額（千円） 受講者数 金額（千円） 受講者数 金額（千円） 

クレーン関係 ３，２３３ １０７，８６８ ３，５４９ １１６，６９１ ３，３４１ １１２，８９６ 

非破壊関係他 １，０９７ ３０，９９１ １，２６７ ４０，４６７ １，５０２ ４９，６９９ 

合  計 ４，３３０ １３８，８５９ ４，８１６ １５７，１５８ ４，８４３ １６２，５９５ 

 



２ 材料試験事業 

製造業や建設業を対象に金属材料・有機材料の引張試験やコンクリートの圧縮試験等

の強度試験を実施した。また、平成２９年度は、試験事業の信頼性の向上と事業運営の

安定を図るため、ＩＳＯ９００１の認証取得に取り組み３０年２月に取得した。 

事業収益は、平成２０年度に発生したリーマンショック後は３千５百万円を割り込む

まで低迷していたが、平成２３年度に４千３百万円まで持ち直し、その後徐々に回復し、

平成２６年度に５千万円台に到達していた。平成２７、２８年度もほぼ同水準で推移し

ていたが、平成２９年度は鉄筋・鋼材等の引張試験が前年度収入比で１３．６ポイント

の減収となったが、下水道工事関連のプラスチックの試験が２５．７ポイント、ごみ袋

等のフィルム試験で２１．１％増収となった。 

平成２９年度の実績は、前年度比で試験本数は３．３ポイント減となったが、事業収

入は４．８ポイント増の過去最高額となった。当初予算比では１４．１ポイント増とな

った。 

年度別 

推移表 

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

本 数 金額（千円） 本 数 金額（千円） 本 数 金額（千円） 

鉄筋・引張 １１，４３１ １４，６７７ １３，２９４ １７，００５ １１，４５２ １４，６９１ 

コンクリート ２，９９０ １０，２１４ ３，３８７ １１，５６８ ３，５４８ １２，２４３ 

その他 １０，０７５ ２４，９１９ ９，０６５ ２２，０５４ ９，９０４ ２６，１２３ 

計 ２４，４９６ ４９，８１０ ２５，７４６ ５０，６２７ ２４，９０４ ５３，０５７ 

 

３ 機械加工事業 

地域の中小製造業等への技術支援として金属製品の機械加工を実施するとともに、こ

れまで培ってきた知識や経験をもとに、技術的な助言・指導を行った。 

 事業収益は、平成２０年度のリーマンショック以前は９千万円を超えていた事業収益

が、４千万円まで減収となり、その後持ち直しつつあったが、ベテラン職員の退職等も

相次ぎ、平成２４年度からは再び減収に転じ、熊本地震の影響を受けた平成２８年度上

期まで続いた。 

 平成２８年度下期からは自動車及び半導体等電子部品の輸出額の回復等の影響もあ

り加工依頼が増え、平成２９年度はほぼ一年を通じてジグボーラー、平面研削盤等ほと

んどの機械でフル稼働が続き、前年実績を８７０万円上回り６年ぶりの５千万円台に到

達した。 

平成２９年度の実績は、前年度比で加工件数が７．７ポイント増、事業収入では  

２０．９ポイント増加し、当初予算比では２０．８ポイント増となった。 

年度別 

推移表 

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

件 数 金額（千円） 件 数 金額（千円） 件 数 金額（千円） 

機械加工 １，１３７ ４２，７６７ １，０９９ ４１，９６１ １，１８４ ５０，７４２ 

技術相談 １８  １５  １７  

 

 

 

 

 



参考資料 ３事業合計 

事 業 名 
平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

実績（千円） 実績（千円） 予算（千円） 決算額（千円） 

教育研修事業 １３８，８５９ １５７，１５８ １３４，０００ １６２，５９５ 

材料試験事業 ４９，８１０ ５０，６２７ ４６，５００ ５３，０５７ 

機械加工事業 ４２，７６７ ４１，９６１ ４２，０００ ５０，７４２ 

合 計 ２３１，４３６ ２４９，７４６ ２２２，５００ ２６６，３９４ 

 

４ 設備拡充 

平成２９年度の事業計画に揚げていた下記の機器及び設備拡充を行った。 

（１）教育研修事業 

  ・非破壊講習用大型シンク         ９２４千円 

  ・プロジェクター設備（第２研修室）    ５５１千円 

  ・第１研修室非常階段         ２，６２７千円 

・空調機（クレーン棟）        ６，７１８千円 

（２）材料試験事業 

  ・公用車（軽トラック）        １，２５３千円 

  ・３００ｋＮ万能試験機       ２４，２２２千円 

 

５ 行政及び各関係機関、団体との協力 

福岡県、北九州市及び九州経済産業局等の行政機関、大学、経済団体等が推進する産

業技術の開発や交流・連携等の事業には積極的に参画・協力を行った。 

（１）福岡県ものづくり中小企業推進会議 

（２）公益財団法人 北九州産業学術推進機構 

（３）一般社団法人 日本非破壊検査協会 九州支部事務局 

（４）北九州商工会議所 

（５）一般社団法人 北九州中小企業団体連合会 


